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　早いもので大阪外大が阪大と統合してから、この 2015 年秋で 8年になる。というこ
とは、私がこのコミュニケーションデザイン・センターという組織に身を置いてから、


























































































































●　2008 年度～ 2011 年度、前期 1科目、「研究の社会的責任」、後期担当なし。









































































































      8 年間を振り返って
　振り返ると、とにかく慌ただしい 8年だった。私の場合、個人的には、いまだに終わ
らない『フロイト全集』の編集と、20 年近く前に依頼された『存在と時間』の翻訳・
刊行に重なる時期でもあり、それらの仕事や学部の授業に追われ、CSCDそのものには
あまり貢献できなかった。ドイツ語のニュースの視聴の授業を全学向けに開放すると
いった話は、できれば確かに結構だが、実際のところは、その基礎となるべき全学向け
の語学の授業の少なさから考えると非現実的だった。また、移籍教員の場合、ひとつの
授業を最初から最後まで一人で担当しているが、これでは討論の形式には向かないのか
もしれない。そう指摘する学生もいた。その辺りも含め、これからの授業の構成を考え
る足掛かりとしたい。
リンク先
*a）「研究の社会的責任」：http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/2012/000280.php
*b）「私と世界の遠近法」：http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/pdf/syllabus2015_86-87.pdf
